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はじめに

　一般社団法人　情報通信エンジニ
アリング協会は、11月14日（木）
NTT中央研修センタにおいて、第
10回アクセスデザイン・コンテスト
を開催しました。
　本コンテストは、サービス総合工
事規模の工事を題材に設計・算定ス
キルを競いあうとともに、設計技術
の共有・向上を目的として2010年
から競技会形式で実施しています。
　ここでは、今年で第10回目の開催
となった同コンテストの開催模様と
実施結果を紹介します。

実施概要

　第10回アクセスデザイン・コンテ
ストは16社・40名（20チーム）によ
る競技であり、各通建会社も自社内
での選考競技会の開催や勉強会を実
施して本大会に臨むなど、開催当初
から比較すると大会を重ねるごとに
スキルの向上が著しく、自社内での
選考競技会の開催や勉強会、さらに
は事務局への質問内容からも取組み
の強化がうかがえました。
　第10回大会においては、競技解説
用モニター２台、競技チーム専用モ
ニター20台を配置し、全チームの設
計図作成状況が分かるように投影す
るとともに、課題と競技者の回答内
容および一問一答のクイズ形式によ
る算定競技、設計プレゼンテーショ
ンにより、応援者にも課題と各社の
回答および正解状況を視える化した
コンテスト運営としました。

　開会式では、主催者を代表して技
術・品質委員会の髙畠委員長の挨拶
（写真１）に続き、NTT東西会社か
ら多数のご臨席を賜るなか、代表し
て東日本電信電話㈱の小林エンジニ
アリング部門長様（写真２）よりご
挨拶をいただきました。
　本大会の参加人数は、各通建会社
およびNTTグループ会社から223名
の参加があり、競技者・スタッフを
含め総勢320名の規模となりました。
　課題作成や審査の実施に際して
は、NTT東日本－南関東様および
NTTフィールドテクノ様による多
大な技術指導・支援をいただき、東
西の設計の違いなどによる難易度の
差が発生しない課題内容としました。
　また、審査項目の設定では、①人
身・設備事故発生状況を参考とした
安全確保に向けた施工指示、②競技
者が各種工法の適用条件を理解し低
コストな設計を考え、提案できるか
のコスト削減を意識した設計、③発
注者から指示のない箇所（不良設備
等）の付加価値提案など設計者の安
全意識・課題発見・提案力について

重視しました。
　アクセスデザイン・コンテストは
設計・算定競技の実施、設計プレゼ
ンテーション、審査および表彰まで
１日で実施しますが、準備段階で
は、審査員による競技課題の検討・
提案、さらに出題内容の東西レベル
合わせ等を実施していただきました。
　多大なご支援をいただいた関係者
の皆様に改めて心から感謝申し上げ
ます（図１）。

競技の概要

⑴　設計競技
　設計競技はサービス総合工事規模
の各種工事を題材に作成しており、
おおむね２時間程度で設計が完了で
きるボリュームとしています。
　課題のポイントとしては、①民地
（アパート私有地）から官地（道路）
への支障移転工事、②道路拡幅に伴
う支障移転工事、およびマンション
への開通工事、③電力柱建替に伴う
電力会社対応工事、④マンション計
画に伴う需要対応開通工事、⑤その
他提案設計の５点を軸に競技者は、
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写真１　髙畠技術・品質委員長
による主催者代表挨拶

写真２　NTT 東日本
小林エンジニアリング部門長様による来賓挨拶
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工事区域内における効率的な設計、
構造計算および人身設備事故防止に
よる安全設計、不良設備の解消等、
各種課題に対して２名の競技者が力
を合わせ設計図面の作成に取り組ん
でいただきました。
　今回も昨年同様に工事規模を縮小
し「考える時間」を多く設け、各競
技者には複数案から選択した提案理
由の提示および施工者への安全に対
する指示等、設計者の考え方を具体
的に記載でき、競技時間内の完了を
目指し真剣に取り組んでいただきま
した（図２・写真３）。
　また、応援会場も昨年同様に各社
の設計状況や進捗が見えるように、
各チーム専用のモニターを準備し設
計図作成状況を投影（写真４）する
ことにより、他社との比較ができる
仕組みとしました。また、競技課題
は、モニター２台を設置し見える環
境を整えました。次回も競技者と応

援者が一体となれるよう、充実を
図っていきたいと考えます。
⑵　算定競技
　算定競技の共通問題は、昨年同様
に設計図面から適用工程一覧表に記
入する記述式とし、日常実施してい
る工程に対する理解度を求めまし
た。東西個別問題は、一問一答のク
イズ形式を実施し、新規工程、間違
いやすい工程など算定者に理解して
ほしい工程を選定し設備図と算定問
題に基づいて手元のボタンにて４択
式で回答し理解度を求めました。
　各社の回答状況、課題解説、およ
び正解状況がその場でスクリーンに
映し出され、競技者にとっては、大
変プレッシャーのかかる競技です
が、応援者にとっては回答状況が視
える化により、競技者へ熱い声援を
送る競技となりました（図３・写真
５）。

設計プレゼンテーション

　設計プレゼンテーションは、競技
者が作成した図面を元に設計の考え
方等について情報共有を図ることを
目的に実施しました。
　競技者は、机上にあるモニターに
写された設計課題の意図を見なが
ら、当該部分について、①案１、
②案２、③案３（その他）の３択方
式で選択します。
　その後、選択内容をモニターに表
示し、選択案ごとに各競技者が発表
し考え方の共有を図ったあと最後に
設計ポイントについて、模範回答を
スクリーンに映し出し、課題作成の
スタッフより解説を行いました（写
真６）。

審査

　審査は、競技者が作成した図面等
から、課題の要求項目について、ど
のような考え方に基づき設備提案し
たのか、施工者への安全配慮を指示
しているか、同時工事の付加価値提
案が指示されているか等を読み取
り、安全、効率、的確、提案等の基
準で審査し、発注者からの指示のな
いポイントに対して解消提案できて
いる優良な設計者には点数加算方式
で実施しました。

図１　コンテスト　スケジュール

８︓３０～ 受付

９︓００～
開会式

９︓３０～ 実施内容説明（選手説明）
設計競技課題の解説

１０︓００～ ○線路図、現場調査結果、各種折衝議事録等の
情報から実施設計図面を作成

１２︓００～ 昼食

１３︓００～
算定競技

１５︓３０～
設計競技のプレゼンテーション

１６︓３０～ 閉会式

１７︓００～

意見交換会場

１８︓００ 終了

○主催者、御来賓挨拶
○スケジュール説明

応援会場競技会場

設計競技
○今年度課題の概要と重点ポイント等の説明

○設計成果物をもとに、設計適用の考え方についてディスカッション 解説

○全体講評及び閉会挨拶

○設計図面より工程を算出及び一問一答の選択方式にて工程を選択

１６︓００～ 休憩 （競技用PC端末の片付け含む）

表彰・意見交換会
○競技結果発表及び表彰状授与

図２　設計競技の架空設備図
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　今年も全チーム競技課題を完了す
るとともに提出図面の完成度が向上
しています。審査員は、長時間にわ
たり競技者の作成した図面と真剣に
向き合い審査を実施しました。

閉会式

　全体講評では、NTT東日本－南
関東アクセスオペレーションセンタ
森田部門長（写真７）より、設計競
技・算定競技課題の意図として的確

にできるかの基本的な内容に加え、
構造計算、誤接続、現場作業者への
呼び掛け等安全に対する意識につい
て見させていただきましたが各チー
ムとも髙いレベルで競技課題に取り
組んでいただきました。これは、日
頃より多くの知識を吸収するととも
に高い安全意識で取り組まれている
成果の表れだと思います。
　次に競技結果を上位チームと下位
チームで比べると不安全設備の解消

およびメタル設備に対するコスト削
減への気付き・提案で採点に差がで
ました。理由は、競技課題を決めら
れた工法、正しいルールに基づきど
う検討・提案するかは設計者の裁量
に委ねられる点が大きいと考えられ
ます。
　最後に、設計・算定業務は自分の
意志で最良の提案ができることが業
務の魅力と考えます。業務効率化の
ため自動化が進められていますが最
終判断は設計・算定実務者のみなさ
んの裁量に委ねられますので今後と
も責任と誇りを持ち、より良い設備
作りを続けていただきたいとの講評
をいただきました。

表彰・意見交換会

　意見交換会では、ご来賓を代表し
て西日本電信電話㈱　新田エンジニ
アリング部門担当部長様（写真８）
よりご挨拶をいただきました。
　表彰式では、チームごとに設計お

写真５　算定競技模様

図３　算定課題の一例

■第５問（問題） 東日本問題

電柱移設に伴う、つり線・支持線接続工法を実施

×
×

■第５問（選択肢 回答） 東日本問題

左画面における、光ケーブルのつり線・支持線接続工法を実施した際の
適用工程に関して、以下の表の（ア）～（エ）に当てはまる適切な
工程数量を（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）の順に投入してください。
（適用できない場合は「 」を投入してください）

適用工程 工程数量
既設ｹｰﾌﾞﾙ移架･ち度調整 （ ア ） ｍ
つり線新設 （ イ ） ｍ
電柱新設 以下 機械 （ ウ ） 本
電柱新設 以上 （ エ ） 本

工程数量（回答）
（ ３ ） ｍ
（ ） ｍ
（ １ ） 本
（ ０ ） 本

写真６　設計プレゼンテーション模様 写真７　NTT 東日本－南関東
アクセスオペレーションセンタ

森田部門長様による講評

図４　設計プレゼンテーションの一例

■第 問【民地上空通過解消に伴う電柱移設】

●既設設備等の状況から ～ 間は を適用
●サブユニットは （ ）を使用し、 の端子かんは不要
● の上部支線ランク の提案

解説
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よび算定を審査・集計し上位８チー
ムを表彰するとともに上位３チーム
にはメダルが髙畠委員長より贈呈さ
れました（写真９～11・表１）。
　意見交換会場では、競技者、応援
者とも全国の会社間の交流が図れ、
盛況のうちに閉幕となりました。

最後に

　設計は、設備状況・地域状況さら
にお客様要望等など多様な対応・環
境により異なってきます。
　選手の皆様は、受賞結果に拘るこ
となく、本コンテストで得たスキル
や各通建会社との交流による情報な
どを自社内で水平展開していただ
き、設計算定実務者のスキル底上げ
への貢献を期待しております。
　最後に競技者が実施した競技課題

表１　第10回アクセスデザイン・コンテスト実施結果

順位 チーム名 競技者名

優　勝 ミライト・テクノロジーズ（西）チーム 山口　智也　　岩瀨　吉希

準優勝 四国通建チーム 久積　敏明　　秋山圭太郎

３位 ミライト（西）チーム 林　　幸志　　武田　弘貴

４位 ソルコムチーム 松村　淳史　　大久保和幸

５位 TTKチーム 鴨野　　豪　　鈴木　　聡 

６位 シーキューブチーム 林　　秀紀　　横地　美夏

７位 協和エクシオ（西）チーム 若狭　雅幸　　西山　忠昭

７位 ＮＤＳチーム 小川　竜也　　森　　亮介

写真８　NTT 西日本　新田エンジニア
リング部門担当部長様による来賓挨拶

写真９　受賞模様

写真 10　受賞者（上位チーム） 写真 11　受賞者（入賞者全員）

について「フィードバックレポー
ト」を各チームに配布しますので質
の高い電気通信サービスの提供と事
故撲滅を目指し、全社一丸となり設
計スキルの向上に活用いただければ
幸いです。


